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一講演一　　　、　　　　．　　it

＜激援桝槻雄「研削仕上面の粗さとmbl磨性（第2
’報）”

v精機學會講演會く195五10．21）

◇蛎教授石原智男　助手　井田富夫「側面縮流のない
薄孤矩形堰におけるRehbock公式の補正について」第

1回底用力學蓮脊講演會（195141・13）　一
◇教授’宮津純「歯車ボン2‘端面す琶まの流騰力學」同

上〈尚上）　　　　、　　　　　　　’．“　　　　　’
◇特硯生　田原晴男「遽心ポ・ンプの主要寸法の決定につ．
》・’l?@ti同上（同上）

，◇助教授　亘理厚「軸受がμねで支持される回韓軸の運

動」同上（1951．11．4＞　　　　，
◇助教授軍尾牧「4サイクル機關の吸氣効率について」

日本機械學會内燃機關総合講演會（1951・11・8）

◇敦授　高橋安人「自動制御最近の趨eSjL日本機械學會

臨時大會講演會q951・1L　19）　　，’　　一

◇助教授水町長生蒔研生寺田武「ガスターピン燥
焼器の研究」、同上∫（同上）　　、　　．　　　　’一

◇助教授　橘藤雄，並井由川鑛業所　河上簿文「接鯛熱

　◇爾田武雄＿教　授

　◇玉木章夫　助教授

　◇坪井善勝　教　授
冒◇密醤激英　幣研生

　◇鳥飼安生　助教授
・◇禄岸勝雄　特研生・

　◇谷安．正”融授
／　　　　　　　　　　　N．．．．

t‘’

F／ン∵3蓑∴♂∴駄．が1▽づ㌻’触」二筆学㌘警ll
　　　　　　’”∴・　－　　　　　　f　　　　　’1　s∵　　　・㌧

，、　　v，．・　　』　　　　　生塵肝1魁ギ：∴≧、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“i　　抵抗におよ婬す表画仕上げの影響」同上（圖上）　’　　　．、．

　　◇特磁4・Pt直道陸氣軸受の理制嗣上く向玲　・、
　　◇助教授　石原智男「辣i髄攣｛遮機の特性にういて（綾　t
　　報）」日本機械學會水力學および水力機械講演會，機櫨’－1
　　學會第531回講演會（195142．2）　　　　　　一一　　．〆必

　　◇助教授　李尾牧「通路と自動車に關今る座談會」機檎　　ごぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノL

　・學會（1951・12・　3）　　・　　　　　　．　　　　♂

・一ｽ稿一’t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

◇教授　謄中規雄「切削加工画のあちさ」日本機械學會
言志第　54　巻　　第389　號、（1951．6）　　　　　’　λ　　　　　　　　㌦．

◇助教授　石原智男イ流鐙攣速機の特性」祠上　第54　”

巻第395號　　　　　　　　　　　　で　’
◇教授竹中規雄「光線反射法による粗さ表示法にウい．

．て」禰鰍第17巻第10鵬（1951・’12）　h

一硯地騨瞼一　！　　　　　　　　　．

◇敏授　高木昇　助教授　丹M登，佐下橋市太郎「超音

波厚み計による硫酸タンク等の腐蝕舩況楡査」薪光レr
　ヨン大竹t揚（1951．12．8～10）　　　　　　ン

◇教授　高木昇　助教授　齋藤成文　特硬盈　尾上守夫　　一

「長瀬川電力線搬邊アンテナ結食の試駒日　菓京電力沼倉
爽電所　（1951．12．ユ9～20）　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　一一一筆　　　者　　　紹　　　介一〆

（生研）工搏　專攻　橋梁工學　　◇紳前　撫　助　手　（生研）專攻　塑性物理學

（生研）專攻氣饅力學　　＼◇安井勇夫助手（・〃）專珠　〃
（生研）　工偉　專攻建築構造學　　　◇藤岡建夫　日立製作所（當時第二再學部）
（坐硯）・專攻　　　　　〃　　　　　　◇糸川英夫　教　授’（生研〉．工博　專攻督響機器，’

（生研）專攻暑響工學i－，．　　　　　／　齢試オ伽グラ・簿
（〆）　專攻　超習波材料　　　　　4◇小川常二　國立東京第一病院耳鼻科欝長　磨博

（〃）　工博　專攻　塑性物理　　’◇加藤霊夫／助教授　（生砺）工博’合金及金屑加ヱ學

　　　　　　學　電子顯後鏡　　　◇武谷清wa’研究員（非常勤，生研）專攻b倉金學

　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D

　’㍉ 編集後寵
◇講和條約の批准も順調に進み，主．

梅が回復すも時も間近い。やがて＊．
電訪ね登力㍉多．くの制約を弟ちρつ・

しか竜加工工業と費易揖興に蓮命を

託ざん’とするわが國の前途はけわし

いび技衛者として責務のいよv・よ重，

）ンごとを痛感する6

◇既住，ややもすれば大學の研究生／

活を目して象牙の塔とv・う。生産研
究登行は，6＞　x　6．as識の是正を念願．

とする。本號所載の研究の幾つか
は，一見生産そのものとの脈絡が乏

’しkやた見える題目を選んでいる
が，執筆に際しては概念と窓味する

ところとを，明快にしていただくこ

とをお願した或はその成果の實用を

將來に侯つものもあろうが，基礎の

一購畷展への遺標である6本詠
が大學の研究の意味を理解されるよ

すがともなれ傾，’編輯者の企圏は達

せられる。果しで如何なものであろ

うかo　　　　．♪

◇技術者にとつて，當面の問題から

時に眼を韓じて，廣く工學乃至は工’
業の杢般k通ずる問題を考察するこ

とも大切かと思う。その意味で久し

く途経えていた論説を幅田武雄教授

に執筆していただいた。毎號の海外

研究事情欄のpa骨折とあわせて，押
面豊申上げる次第’さあるo’

◇折込み5頁という本號は從前にな
い髄裁を整えて世に田る。内容等に

つき御叱正をいただければ幸甚であ
るo　－（T．N．）　　　t
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　　　　　　　　　　　　　　　　もi印澗者井・闘’好彦

　　定便85圓　（郵親4薗）
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